
１ ブロードバンド化の進展
◆ ブロードバンド契約数は1,866万と引き続き順調に拡大。料金水準も世界で最安

◆ ＦＴＴＨ未利用者の乗換意向は高い。乗換予定のある者のうち１年以内の乗換を考えている者は約３割

Ⅳ u-Japanを支えるネットワークインフラ
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図表② ブロードバンド料金の国際比較（2003年）図表① ブロードバンド契約数の推移

ＩＴＵ’The Portable Internet’（2004年9月）により作成

図表③ ＦＴＴＨへの変更意向

（出典） 「ネットワークと国民生活に関する調査」（ウェブ調査）
総務省資料により作成
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※平成16年は年末時点の数字

（記述箇所 「第１章第４節 u-Japanを支えるネットワークインフラ」 Ｐ８１，８３，８４）
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図表② 第３世代携帯電話契約数の推移図表① 携帯電話契約数の推移

図表③ 携帯電話のインターネット対応比率（2004年９月末）
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図表④ ＦＭＣの概念図

（社）電気通信事業者協会資料により作成
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２－１ モバイル化の進展
◆ 携帯電話契約数は8,700万であり、引き続き増加しているが伸び率は鈍化。携帯インターネット契約数は7,515万、携帯電話契約数に

占める割合は86.4％。第３世代携帯電話契約数は3,035万契約と急速に増大
◆ 我が国の携帯電話のインターネット対応率（94.1％）は世界第１位。日本と韓国が突出
◆ 一つの端末で屋内では固定通信網に、屋外では移動通信網に接続してネットワークを切れ目なく利用できるサービス（FMC: Fixed 

and Mobile Convergence）が登場

３４

（記述箇所 「第１章第４節 u-Japanを支えるネットワークインフラ」 Ｐ８５，８６）

（％）



２－２ モバイル化の進展（携帯電話の高機能化）
◆ 携帯電話の高機能化が進展。今後の利用意向が高い機能は、「カメラ」、 「音楽プレイヤー」、 「アプリ」、「テレビ受信」。まだそれほ

ど普及していない「音楽プレイヤー」、「テレビ受信」機能の搭載が進む可能性

図表② 各機能の利用意向図表① 携帯電話に搭載されている機能の有無
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（出典） 「ネットワークと国民生活に関する調査」（ウェブ調査）
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（記述箇所 「第１章第４節 u-Japanを支えるネットワークインフラ」 Ｐ８７）
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２－３ モバイル化の進展（無線ＬＡＮ）
◆ 家庭、企業において無線ＬＡＮが普及

◆ 公衆無線ＬＡＮの基地局数は急増。公衆無線ＬＡＮの利用者は12.5％、米韓に比べると利用率は低い

図表② ＬＡＮ導入企業の無線ＬＡＮ導入率図表① 世帯の無線ＬＡＮ導入率

図表③ 公衆無線ＬＡＮの基地局数の設置の推移 図表④ 公衆無線ＬＡＮの利用状況
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（出典） 「ネットワークと国民生活に関する調査」（ウェブ調査） （出典） 「企業のICT活用現状調査」（ウェブ調査）

（出典） 「電気通信サービスの供給側／需要側の動向調査（平成16年度）」
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（記述箇所 「第１章第４節 u-Japanを支えるネットワークインフラ」 Ｐ８８）



図表② 企業通信網で幹線系に利用されるサービス図表① 世帯のＩＰ電話利用率

図表③ 企業のＩＰｖ６対応状況 図表④ ＩＰｖ６が普及する時期
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（出典） 「通信利用動向調査」 （出典） 「通信利用動向調査」
※「導入予定がある」の選択肢は平成16年に追加
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３ ネットワークのＩＰ化の進展
◆ 世帯のＩＰ電話利用が増加。導入予定世帯も多く、今後さらに拡大

◆ 企業通信網の幹線系では、「ＩＰ－ＶＰＮ」、「インターネットＶＰＮ」の利用が拡大

◆ ＩＰｖ６への対応企業は約４割、未対応企業も約４割。米韓も同様な状況。普及時期は３年以内とする企業が約６割
◆ 内外の電気通信事業者もネットワークのＩＰ化を相次いで発表。こうした中、ＩＰネットワークの相互接続・運用性の確保が一層重要に

３７

（記述箇所 「第１章第４節 u-Japanを支えるネットワークインフラ」 Ｐ８９，９０）
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図表② 地上デジタル放送の満足度

図表① 地上デジタル放送対応受信機の出荷台数 図表③ 地上デジタル放送に期待すること

電子情報技術産業協会資料により作成

図表②、③ （出典）総務省「地上デジタルテレビジョン放送に関する浸透度調査」

50.6

44.5

30.8

21.1

18.6

11.1

65.8

0 10 20 30 40 50 60 70

画質や音質のよい番組の視聴

地域情報や災害情報など暮らしに役立つ
身近な情報の充実

データ放送画面でニュースや天気予報な
ど最新情報の取得

見たい番組をテレビ画面上の番組ガイドで
検索したり視聴予約すること

字幕・解説放送や音声速度の変換等によ
る高齢者に優しい放送の充実

ハードディスクを搭載した録画機器と連動
した番組の自動保存・シーン検索・ダイ

ジェスト視聴

クイズ番組での視聴者参加型サービスな
ど双方向機能の充実

（％）

33.6 51.6 68.9 88.5 68.3

316.2

227.7

158.8

433.5

107.273.6

384.5

0

100

200

300

400

500

平
成

15年
12月

以
前

平
成

16年
1-3月

4-6月

7-9月

10-12月

平
成

17年
1-3月

4月

（万台）

出荷台数 累計出荷台数

４ 地上デジタル放送の普及
◆ 地上デジタル放送は順調に放送エリアを拡大。また、地上デジタル放送対応受信機の出荷台数は急速に増大

◆ 地上デジタル放送への満足度は高い。また、地上デジタル放送への今後の期待は、高音質・高画質番組、地域情報・災害情報の充

実などが高い
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（記述箇所 「第１章第４節 u-Japanを支えるネットワークインフラ」 Ｐ９１～９３）



５ 情報通信機器、情報通信技術の日本の優位性
◆ 我が国は、情報家電及び関連部品に強み。また、携帯電話機自体の市場占有率は低いが、携帯電話機関連部品では強み

◆ ユビキタスネットワーク関連技術では、「ＦＴＴＨ」、「次世代携帯電話」、「ネットワークロボット」、「高精細映像技術」、「ホームネットワー

ク」等で日本は優位。他方、「発信源追跡技術」等の安心・安全のためのＩＣＴでは北米が優位

図表② ユビキタスネットワーク関連技術の優位性に関する国際比較図表① 我が国の世界における主な情報通信機器の
マーケットシェア（2004年）
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（記述箇所 「第１章第４節 u-Japanを支えるネットワークインフラ」 Ｐ９６，９７）


